
H I B A K U S H A   A P P E A L

ヒ バ ク シ ャ 国 際 署 名
あなたの署名を国連へ届けましょう！

昨年の核兵器禁止条約の交渉会議には300万筆の署名が届けられ採択の大きな力となりました。

今年も署名を広げて、すべての国の批准がすすむように国際世論を動かしましょう。

「ヒバクシャ国際署名」とは

岐阜県原爆被爆者の会 副会長　久代  譲 さん のお話

岐阜県でも
多くの市町村首長さんが
署名されています。

私も広島で悲惨な体験をしました。16歳のとき、陸軍特別幹部候補生と

して広島に派遣され、被爆しました。原爆投下後の広島は、家や建物が

倒壊し、道や川は死体の山で埋め尽くされ、まさに地獄絵図の状況でした。

二度とこのような体験はしたくありません。また、このような悲惨な状

況を生む核兵器は廃絶しなければなりません。どうか皆さん一緒に「核兵

器廃絶」「平和を守れ」の声をあげましょう！

羽島市長、関市長、美濃市長、山県市長、本巣市長、可児市長、郡上市長、多治見市長、
高山市長、飛騨市長、岐南町長、笠松町長、北方町長、神戸町長、垂井町長、養老町長、
池田町長、揖斐川町長、大野町長、富加町長、川辺町長、七宗町長、八百津町長、白川村村長、
東白川村村長　（2018年5月8日現在）25名

くしろ ゆずる

コープぎふは、ヒバクシャ国際署名に取り組んでいます。
多くの皆さんの賛同が寄せられていますので、今後ご報告させて頂くと共に
コープぎふは「ヒバクシャ国際署名岐阜県民の会」と一緒に、引き続き署名の呼びかけをしていきます。

久代  譲 さん

特別

企画

コープぎふの「ヒバクシャ国際署名」の呼びかけ

ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える

核兵器廃絶国際署名（ヒバクシャ国際

署名）とは、国内外のすべての国に対

して、核兵器を禁止し廃絶する条約に

参加するよう働きかける国際署名運

動です。集められた署名は、核兵器禁

止条約が採択された国連総会に2020

年まで毎年届けられます。
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［「ヒバクシャ国際署名」ホームページより］

※昨年署名にご参加いただいた方は、ご家族やご友人への呼びかけをお願いします。

昨年はコープぎふで
14,000筆の署名が寄せられました。
ご参加いただき
ありがとうございます。


